石 川 啄木が 歿 つてから いまだ 二十 年 かそ こらに し 

かならない のに、 石 川の 伝記が 往々 誤り 伝 へられて ゐ 

るの は 石 川の ために も 喜ばしい ことで はない、 況んゃ 

石 川が 存生 中の 知人 は 今な ほ 沢山 あるに も拘 はらず、 

その 伝記が たまたま 誤り 伝 へられて ゐ るの を考へ ると、 

百年と か 一 一 百年と かさき の 人々 の 伝記 なぞ は 随分 信 を 

おけない 杜撰な ものである とも 思へば 思 はれます。 で 

すから 一 片の 記録に よって その 人の 一 生 を 速断す ると 

いふ こと は、 考 へて みれば 早計な ことで はないで せう 
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私の 思 ふに は 石 川が 最後に 上京して 朝日 新聞 在 社 時 



中が 一 通の 手紙 を 私に 渡した。 封筒に は 唯、 野 口 様と 

書いた だけで 誰からの 手紙と も わからなかった が、 開 

けて みると 鉛筆の 走り書きで、 

『石 川さん のお 話 もお 伺 ひした うご ざいます から、 お 

帰りに 私の 家に よって 下さい、 人力車で いらっしゃれ 

ばす ぐで ございます。 小 奴』 

と あるので その 手紙が 小 奴からで ある ことが わかった _ 

そこで 私 は 帰りに 小 奴の 家に 寄って みた。 家 は 〇 万楼 

から 四 五 丁 位の 処で その 辺 は 花柳 街で、 小 奴の 家 は 格 

子 戸の はまった、 下が 三 畳に 六 畳の 二 間、 二階 も 一間 

位 はあった らしい、 小 じん まりした 家であった やうに 



供が あった。 その子 供の 親 は 石 川で はなく、 小 奴の 前 

の 旦那の 子供で あると いふ ことであった。 小 奴の 家庭 

は、 小 奴と その子 供と 箱屋と 女中と を かねた 五十 ぐら 

ゐの 婆さんの 三人 暮 しで、 いふまで もな く 小 奴 は 自前 

の 芸者と して 釧路 でも 姐さん 株であった。 小 奴の 母親 

は 幼少の ころ 亡くなつ たが、 父親 は、 そのころ、 —— - 

実の 父親 か 義理の 父親であった かよく 記憶 はして はゐ 

ない が、 —— 何れに しろ 父親 は釧路 駅の 従業員 をして 

ゐて小 奴と は 別居して 暮らして ゐた。 小 奴と 逢った 翌 

日 その 父親に も 停車場で 逢った が、 決して 裕福な 暮し 

ではなかった やうで ある。 



小 奴 は 私に 石 川の ことにつ いて 次の やうな こと を 話 

して 聞かせた。 

『石 川さん が 釧路へ 来て 間もなく、 社 (釧路 新報 社の 

こと) の 遠 藤 決水さん 達と 一緒に 逢った のが、 初めて 

で、 それから 始終 石 川さん とお 逢 ひして ゐ ましたが、 

初めの 中 は 料理屋の 勘定な ども 無理な 工夫 をして 支払 

つて ゐ ましたし、 私 も 出来るだけ お金の 工面 もし まし 

たが、 たうとう 行 きづ まって、 はて はお 座敦に 行けば 

お 客 達から 『石 川 石 川』 といって からか はれお 座敷の 

数 も だんだん 減って どうす る こと も 出来ない やうに な 

つてし まった のです。 それに 石 川さん に はお 母さん も 



奥さん も 子供さん まであって、 お金に 困りつつ 小 樽に 

ゐる とい ふこと を 遠 藤 決水さん から 聞かせられて、 私 

は 第 一 奥さんに すまない と 思 ひました ので それから は 

心に もない 不実な 仕 打 をす る やうに なりました。 それ 

としらない 石 川さん は その後 私 を 大変 恨む やうに なり 

ました。 そこへ また 社の 社長 (釧路 新報の 社長 白石義 

郎氏 のこと) さん も 石 川さん に 意見 をす る やうに なつ 

たので、 それや これ やで 石 川さん は釧路 をた つ 気にな 

つたので せう。 

けれども たっとい つたと こで、 一文の 金の 融通 さへ 

も 出来ない までに 行 きづ まって しまった 石 川さん は、 
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